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会議名 第 23回 那覇市危機管理対策本部会議（新型コロナウイルス感染症） 

日 時 令和 2年 12月 14日（月） 午後 15時 30分 ～午後 16時 10分 

場 所 本庁舎 4階 議会会議室 

 

 

【議事概要】 

本部長（城間市長）コメント 

沖縄県から、本市域内の飲食店などを対象に「時短営業」についての要請が発出されました。これに伴い、 

要請に応じた飲食店などには協力金が支給されるとの発表がございました。 

本市といたしましても、「県の感染拡大防止へ向けた取り組みをさらに強力に推し進めること」、「市内事業

者の事業継続を支援すること」を目的に、当該要請に応じられた事業者の皆さまへ協力金を追加支給するこ

とを決定いたしました。 

支給方法といたしましては、前回 8 月に県が行った休業および時短営業要請にともなう本市の支給方法と

同様、県の支給額（24万円）の５割相当額を追加支給することとしております。 

次に、通所介護サービスを利用している高齢者に対する、PCR検査助成を行うことについてでございます。 

高齢者は、新型コロナウイルス感染による重症化リスクが高いと言われていることから、通所介護サービ

スを利用している高齢者（約 8,000 人）のうち希望者（約 6,500 人を想定）を対象に、無償でＰＣＲ検査を

実施してまいります。実施期間は、令和 3年 1月～3月を予定、さらに、介護施設職員に対するＰＣＲ検査に

ついても県が中心となって行っていくとのことでございます。 

本市においても、職員に対し、日頃より「マスク着用や手洗いの徹底」「三密での会合会食を控える」「飲食

の際は 4 人以下 2 時間以内を守る」など周知を行っており、特に、人が集まる機会が増える年末年始におい

ては、感染リスク回避に十分に気を付けた行動をとるよう通知しております。 

クリスマスやお正月、初詣や成人式など、年末年始恒例のイベントには、大勢の人が集まることからどう

しても感染リスクが高まります。皆さまにおかれましては引き続き、マスク着用や手洗い・消毒を習慣にし

ていただくほか、できるだけ外出や宴会など、混雑・密集の場所を避けることや、体調不良時の外出自粛な

ど、ご協力をよろしくお願いいたします。 

最後になりますが、新規感染者に減少の兆しが見えない中、最前線で頑張ってくださっている医療関係者

の皆様に心から敬意を表するとともに、市民・県民が、穏やかな新年を迎えられることを心から願っていま

す。 
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県内の感染状況について 

 

 

 

 

 

 

・県内、市内の感染状況について説明。 

・新型コロナウイルス感染症の状況（10月15日～12月12

日）について。11月半ばから那覇市だけでも、毎日10

名以上の新規患者数が増えている。 

・直近１週間の人口10万人あたりの新規感染者数につい

ては、大阪府、北海道、東京都などに次いで、沖縄県

は全国第7位となっている（12月12日現在）。 

・県の指標である新型コロナウイルス感染症対策：警戒

レベル判断指標の状況（令和２年12月13日12時時点）

について。現在、療養者数、病床占有率、新規感染者

数については、第4段階（感染蔓延期）の状態が長く

続いている状況である。 
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県内の感染状況について 

 

・去る12月12日（土）に県、那覇市、沖縄県飲食業生活

衛生同業組合、沖縄県社交飲食業生活衛生同業組合の

4者合同で「店舗等における感染防止対策巡回キャン

ペーン」を実施した。巡回した事業所においては、感

染防止対策がしっかりと取られていた。 

・新型コロナウイルスワクチンの接種体制について。来

年3月から厚生労働大臣の指示のもと、市町村におい

て新型コロナウイルスワクチンの予防接種を実施予

定。接種費用は、全額国が負担する。接種場所やワク

チン保存に必要な冷凍庫の設置等、詳細については医

師会と調整中である。 

【健康部・保健所】 

2 
介護関係施設の職員及び利用者のPCR検査

について 

・新たに次の２事業を実施する。一つ目は、市が主体と

なり、通所介護サービスを利用している高齢者のうち

希望者に対して、無料で PCR検査を実施する。実施期

間は、1月から 3月までを予定、予算規模は、国庫補

助金を活用し約 1億 3,000万円を予定している。 

・二つ目は、県が中心となり、市及び事業所連携のもと、

介護事業所の従業員に対し、定期的な PCR検査を実施

する。  

【福祉部】 

 3 飲食店への時短営業の協力について 

・本日、県が 12月 17日から 28日までの 12日間、那覇

市を含む県内 3 市の飲食店等に時短営業要請の発表

を行い、協力金として 1日あたり 2万円を支給するこ

とを決定した。本市としても市内の飲食店などに対

し、サポートをしていきたい考えである。前回同様、

県の協力金（24 万円）の５割相当額について市が追

加給付を行うことについて。【経済観光部】 

・本部会議で協議の結果、本市としても、新型コロナウ

イルス感染拡大防止へ向けた取り組みを強力に推し

進め、時短営業に協力頂ける事業者を支援するために

も前回同様に県の支給額（24 万円）の５割相当額の

追加給付を行うことを全会一致で決定した。 

 


